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　今から40年前頃に，EFTという言葉を目にした．FETではなくEFT．原綴りは

Electronic Funds Transferで，今では電子決済という用語らしい．資金という「価値」をネ

ットワークという頼りないもので移動するための苦労話に満ちていたように思う．当時か

ら始まって，コンピュータやネットワークが絡むものには何でも「e」をつけるようになって

きた．eコマース，eトレード，eタックス，はてはeジャパン，といった使われ方をしてい

る．講習や教育の分野では，言葉としてはCAI（Computer Aided/Asisted Instruction）など

が使われてきたが，ここにも「e」が襲来し，eラーニングとかeエデュケーションが議論され，

実施に移されてきている．ただし，「教育」という正体不明瞭なものを扱うだけあって，現

在でも，広く「納得の上浸透」しているわけではないのが実状であろう．

　今月号の特集は｢eラーニングの広がりと連携｣で，小林亜樹，清水康敬がエディタ．eラ

ーニングについての広範囲をカバーする解説集．MITのOCWを開始するにあたっての経緯

や事前調査の結果が面白い．MIT卒業生が望む「学習期間」で多かったのが，1学期でも1カ

月でもなく，もっと短時間，極端には30分というのもあったという．この結果もあって，有

料教育サイトMIT.comの開設は見送られたそうである．「OCWは人類のために」という宣言

もあって，一般のネット環境が貧弱な南アフリカ地域のために，OCWコンテンツを収めた

ハードドライブを持って走り回っている学生も定常的にいるのだという．

　OSSとして構築されているSakaiとMoodleの紹介もある．開発や運用の体制にはそれぞ

れの個性があるが，両者ともコミュニティ活動が盛んであり，教育機関の連携も活発のよ

うだ．また日本でも，JOCWやJa Sakai，それにMoodleベースの大学間ネットワークなど，

活動はひろまりつつあるが，「先進国」と比べるとまだまだ低レベルであるそうだ．あと，学

習履歴，学習内容，それに教材という要素に関する技術標準化，著作権上の問題点，品質，

教育のオープン化への支援体制，国際的なコンテンツ共有，といった話が続く．

　「3日で作る高速特定物体認識システム」（黄瀬浩一，岩村雅一）は，学生実験程度の作成

者環境のもとで，特定物体認識のシステムを構築する話．技術的な内容の解説は丁寧なの

だが，実際に学生実験として実施してみた様子が書かれていないのが不満．教材として面白

い試みではある．

　「フラッシュメモリの最新技術動向 ─SSDへの応用」（竹内健）は，近頃皆が多方面で世

話になっているフラッシュメモリの技術解説と，ハードディスクに代替するための問題点

と対策方法などの話．繰返し利用による記憶セルの劣化と，512K～ 1Mバイトという大き

な消去単位が問題であり，誤り訂正や記憶場所の最適化，さらにはOS側の対応も必要だと 

いう．

　「音楽と言語の構造認知」（東条敏）は道しるべ“計算の視点から音楽の構造を眺めてみる

と”のシリーズ．言葉と歌は結局は同じ起源から生まれているはずだ，という，結構納得で

きる話をもとに，まず文脈自由文法，次にそれを属性文法的に拡張したヘッド駆動型句構造

文法を紹介している．次の課題は「計算方法」だとか． （Nimble Jack）
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